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売

バ
ル
ト
神
学
と
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
教
会

石
原
知
弘�

危
機
と
再
建
の
時
代
の
神
学
者
た
ち
【
大
森
講
座
33
】

�

◆
四
六
判
・
１
１
８
頁
・
本
体
１
１
０
０
円

彼
ら
は
バ
ル
ト
を
ど
う
読
ん
だ
の
か
。

オ
ラ
ン
ダ
ほ
ど
バ
ル
ト
神
学
を
積
極
的
に
受
容
し
た
国
は

な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
ほ
ど
バ
ル
ト
神
学
を
厳
し
く
批
判
し
た

国
も
な
い
と
言
わ
れ
る
。
バ
ル
ト
神
学
が
二
〇
世
紀
の
教

会
に
も
た
ら
し
た
影
響
の
象
徴
的
な
事
例
と
し
て
、
そ
の

歴
史
的
経
緯
と
神
学
的
・
教
会
的
意
味
を
考
察
す
る
。

日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派

教
会
の
神
学
小
史
と
し
て
も
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
て
く

れ
る
。

　
【
目
次
よ
り
】　

第
一
章　

神
学
者
バ
ル
ト
の
登
場
と
二
つ
の
オ
ラ
ン
ダ

改
革
派
教
会　

一
九
一
〇
年
代
～
一
九
二
〇
年
代

1　

総
会
系
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
教
会
の
時
代
と
バ
ル
ト
の
登
場

2　

国
教
会
系
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
教
会
に
お
け
る
バ
ル
ト
神
学

の
受
容

第
二
章　

バ
ル
ト
神
学
と
危
機
の
時
代
の
オ
ラ
ン
ダ
改

革
派
教
会　

一
九
三
〇
年
～
一
九
四
五
年

1　

ド
イ
ツ
教
会
闘
争
に
お
け
る
バ
ル
ト
と
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派

教
会

2　

占
領
下
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
反
ナ
チ
抵
抗
運
動
と
バ
ル
ト

神
学

第
三
章　

バ
ル
ト
神
学
と
再
建
の
時
代
の
オ
ラ
ン
ダ
改

革
派
教
会　

一
九
四
五
年
～
一
九
六
〇
年
代

1　

国
教
会
系
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
教
会
に
お
け
る
バ
ル
ト
神
学

の
支
配

2　

総
会
系
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
教
会
に
お
け
る
バ
ル
ト
神
学
の

勝
利

第
四
章　

オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
神
学
の
意
義

お
わ
り
に　
「
バ
ル
ト
」
神
学
と
「
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
」

教
会

著
者
い
し
は
ら
・
と
も
ひ
ろ
氏
は
、
１
９
７
３
年
、
岡
山
市
に
生

ま
れ
る
。
一
橋
大
学
社
会
学
部
、
神
戸
改
革
派
神
学
校
卒
業
。
オ

ラ
ン
ダ
・
ア
ペ
ル
ド
ー
ル
ン
神
学
大
学
に
て
神
学
修
士
号
取
得
。

日
本
キ
リ
ス
ト
改
革
派
北
神
戸
キ
リ
ス
ト
伝
道
所
、
園
田
教
会
を

経
て
、
２
０
１
９
年
よ
り
東
京
恩
寵
教
会
牧
師
。
神
戸
改
革
派
神

学
校
非
常
勤
講
師
︵
組
織
神
学
︶。
著
書
﹃
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
神
学

を
旅
す
る
﹄︵
２
０
１
７
年
︶、
共
訳
書
マ
ク
グ
ラ
ス
﹃
キ
リ
ス
ト

教
神
学
資
料
集
上
﹄︵
２
０
０
７
年
︶



8 月の新刊

ゴ
ス
ペ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

君
に
贈
る
５
つ
の
話�

◆
Ｂ
６
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８
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・
本
体
１
２
０
０
円

宮
平 
望 
著

ミ
ヤ
ヒ
ラ
教
授
が
学
生
た
ち
に
語
っ
た
、
と
っ
て
お
き
の

キ
リ
ス
ト
教
ス
ト
ー
リ
ー
。

ド
レ
ミ
の
謎
、
三
位
一
体
の
数
学
、
第
一
次
大
戦
の
休
戦

秘
話
、
名
詩
「
足
跡
」
の
福
音
、「
グ
ッ
ド
バ
イ
」
の
神

学
的
起
源
な
ど
な
ど
、
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
発
見
に
富
む
。

牧
師
た
ち
の
説
教
の
ヒ
ン
ト
も
満
載
。

宮
平
望
（
み
や
ひ
ら
・
の
ぞ
む
）
氏
は
１
９
６
６
年
生
ま
れ
。
同
志
社
大
学
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
な
ど
で
学
ぶ
。
現
在
、
西
南
学
院
大
学
国
際
文
化

学
部
教
授
、
神
学
博
士
。 

著
書
に
、『
現
代
ア
メ
リ
カ
神
学
思
想
』、『
神
の
和
の
神
学
入
門
』、
新
約

注
解
「
私
訳
と
解
説
」
シ
リ
ー
ズ
全
12
冊
、『
ジ
ョ
ン
・
マ
ク
マ
レ
ー
研
究
』、『
デ
ィ
ス
ニ
ー
ラ
ン
ド

研
究
』な
ど
が
あ
る
。詳
し
く
は
、https://m

iyahiranozom
uhom

e.w
ixsite.com

/m
ysite 

を
参
照
。

▼
同
じ
著
者
の
人
気
既
刊
書

ゴ
ス
ペ
ル
エ
ッ
セ
ン
ス�

◆
Ｂ
６
判
・
１
１
２
頁
・　

本
体
９
５
０
円

ゴ
ス
ペ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム�

◆
Ｂ
６
判
・
１
３
２
頁
・
本
体
１
１
０
０
円

ゴ
ス
ペ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ト�

◆
Ｂ
６
判
・
１
１
６
頁
・
本
体
１
１
０
０
円

● 8 月の重版案内

忽ち重版！
夜と霧の明け渡る日に
未公表書簡、草稿、講演� ◆四六判・本体 2400 円

ヴィクトール・フランクル／赤坂桃子訳
強制収容所からの解放と帰郷という、フランクルの人生において最
も重要な時期の伝記的な事実と、当時の中心思想の一端を、未公開
書簡と文書を用いて再構成する。名著『夜と霧』誕生の背後にあった個人史と時代史の二
つの文脈が、初めて明確に交差する。編者は、膨大なフランクル文献に最も詳しい、ウィー
ンのヴィクトール・フランクル研究所所長アレクサンダー・バティアーニ博士。



9 月以降の出版予定から

● 7 月に出た本と雑誌

ア
モ
ス
書
講
義

ジ
ャ
ン
・
カ
ル
ヴ
ァ
ン
／
関
川
泰
寛
監
修
・
堀
江
知
己
訳

創
設
間
も
な
い
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
大
学
で
、

週
3
日
、
隔
週
で
行
っ
た
講
義
の
記

録
。
ヘ
ブ
ラ
イ
語
原
典
を
自
ら
ラ
テ
ン

語
に
訳
し
、
入
念
な
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
を

行
う
ス
タ
イ
ル
。
ラ
イ
ブ
感
溢
れ
る
講

義
の
様
子
を
活
き
活
き
と
伝
え
る
。

�

◆
Ａ
５
判
・
本
体
５
０
０
０
円

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
・
レ
ザ
レ
ク
シ
ョ
ン

ラ
ッ
プ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
キ
リ
ス
ト
教

山
下
壮
起
　
反
社
会
的
な
音
楽
文
化
と
し
て
非
難
の
対
象
と
な
っ

て
き
た
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
は
、
な
ぜ
繰
り
返
し
神

や
十
字
架
に
つ
い
て
歌
う
の
か
。
ア
フ
リ
カ

系
ア
メ
リ
カ
人
の
宗
教
史
に
深
く
分
け
入
り
、

そ
の
秘
め
た
る
宗
教
性
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ

た
労
作
。�

◆
Ａ
５
変
型
・
本
体
３
２
０
０
円

福
音
と
世
界

�

◆
税
込
６
３
５
円

8
月
号
　
現
代
の
バ
ベ
ル
の
塔
―
―
反
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
反
万
博

寄
稿
者
：
有
住
航
、
入
江
公
康
、
酒
井
隆
史
、
田
中
東
子
、
塚
原
東
吾
、

［
取
材
］
い
ち
む
ら
み
さ
こ
／
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ヤ
ン
、石
井
光
太
、

内
田
樹
、DyyPRID

E

、
辻
学
、
長
谷
川
修
一
、
堅
田
香
緒
里
、

松
本
あ
ず
さ
、
山
口
政
隆
、
佐
藤
優

在
日
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
編

未
完
の
独
立
宣
言
　

2
・
8
朝
鮮
独
立
宣
言
か
ら
１
０
０
年

「
2
・
8
独
立
宣
言
」
が
東
京
朝
鮮
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
か
ら
発
せ
ら
れ
、
3
・
1
独
立
運
動
の
導

火
線
と
な
っ
て
か
ら
今
年
が
１
０
０
年
。
こ
の
宣
言
の
歴
史
的
意
義
や
キ
リ
ス
ト
教
と
の

関
係
、
ま
た
日
韓
の
市
民
た
ち
が
今
後
そ
こ
か
ら
何
を
学
ぶ
べ
き
か
を
め
ぐ
り
、
多
く

の
論
者
が
多
面
的
に
考
究
す
る
。�

◆
四
六
判
・
予
価
２
５
０
０
円

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
キ
ャ
ヴ
ァ
ノ
ー
著
／
東
方
敬
信
・
田
上
雅
徳
訳

政
治
神
学
的
想
像
力
［
仮
題
］

国
家
・
市
民
社
会
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョン
を
支
配
す
る
規
律
化
さ
れ
た
想
像
力
を

剔
抉
し
、
も
う
一つ
の
想
像
力
を
キ
リ
ス
ト
教
の
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
回
復
し
よ
う
と
す
る

試
み
。
現
代
世
界
を
席
巻
す
る
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
キ
リ
ス
ト
教
は
い
か
に
対
抗
す

る
の
か
。
そ
の
可
能
性
を
探
る
新
た
な
政
治
神
学
。�

◆
四
六
判
・
予
価
２
５
０
０
円

ヴ
ォ
ル
フ
ハ
ル
ト
・
パ
ネ
ン
ベ
ル
ク
著
／
佐
々
木
勝
彦
訳

組
織
神
学 

第
1
巻

１
９
８
８
年
か
ら
９
３
年
に
か
け
て
完
成
さ
れ
た
主
著
全
3
巻
、
待
望
の
邦
訳
が
い
よ

い
よ
ス
タ
ー
ト
。
キ
リ
ス
ト
教
の
真
理
要
求
を
保
持
し
つつ
、
歴
史
的
省
察
と
体
系
的

省
察
と
を
絶
え
ず
結
合
し
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
批
判
的
・
方
法
的
意
識
に
貫
か
れ
た

叙
述
。
第
1
巻
で
は
真
理
論
と
神
論
を
扱
う
。�

◆
Ａ
５
判
・
予
価
９
０
０
０
円



編集部から

福
音
と
世
界

Ａ
５
判
・
80
頁･

定
価
６
３
５
円･

送
料
70
円

年
間
予
約
購
読
料   

（
送
料
共
）
８
４
６
０
円

２０19年

9

【
書
評
】
守
中
高
明
『
他
力
の
哲
学
』�

…
…
…
…
白
石
嘉
治

【
報
告
】
Ｗ
Ｃ
Ｃ
・
Ｃ
Ｃ
Ａ 

エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
国
際
会
議

�

…
…
…
…
藤
原
佐
和
子

【
新
連
載
】

◆
教
父
学
入
門 

1�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
土
井
健
司

【
好
評
連
載
よ
り
】

◆
バ
ビ
ロ
ン
の
路
上
で 

6�

…
…
…
…
…
…
マ
ニュエ
ル
・
ヤ
ン

◆
神
の
酒 

6�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
石
井
光
太

◆
新
約
釈
義　

テ
ト
ス
書 

6�

…
…
…
…
…
…
辻　
　

学

◆
遺
跡
が
語
る
聖
書
の
世
界 

10�

…
…
…
…
長
谷
川
修
一

◆
福
音
の
地
下
水
脈 

22�

…
…
…
…
…
…
…
…
町 

田 

康

◆
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
時
間
論 

53�

…
…
…
…
…
内 

田 

樹

植
民
地
統
治
性
か
ら

　
沖
縄
／
自
ら
を
凝
視
す
る
た
め
に�　
　
　
　
　 

森  

啓  

輔

「
外
国
人
」
問
題
と
沖
縄
社
会�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

土
井
智
義

鎮
圧
と
回
帰
―
―
反
革
命
と
し
て
の
現
在�

　 

大  

畑  

凜

沖
縄
女
性
を
め
ぐ
る
文
化
表
象
の
政
治
学�　
　

成
定
洋
子

暴
力
に
よ
ら
な
い
抵
抗
の
回
路
を
開
く
―
―
目
取
真
俊

『
眼
の
奥
の
森
』
を
め
ぐ
っ
て�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

村
上
陽
子

●
以
前
か
ら
こ
の
欄
で
も
お
知
ら
せ
し
て
き
た

『
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
・
レ
ザ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
―
ラ

ッ
プ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
キ
リ
ス
ト
教
』（
山

下
壮
起
著
）
が
よ
う
や
く
刊
行
と
な
り
ま
し
た
。

小
社
の
書
籍
と
し
て
は
異
例
の
、
か
な
り
尖
っ

た
つ
く
り
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
装
釘
家
の

宗
利
淳
一
さ
ん
と
は
、「
Ｃ
Ｄ
や
レ
コ
ー
ド
の

ラ
イ
ナ
ー
ノ
ー
ツ
（
解
説
の
小
冊
子
）
み
た
い

に
し
た
い
ね
」
と
い
う
こ
と
で
、
何
度
も
や
り

と
り
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
、
キ

リ
ス
ト
教
書
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
音
楽
本

と
し
て
も
い
っ
さ
い
遜
色
の
な
い
も
の
に
な
っ

た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
ま
た
オ
ビ
で
目
を

ひ
く
の
は
、『
福
音
と
世
界
』
に
も
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
登
場
し
て
い
た
だ
い
た
檀だ
ん

廬い
え

影か
げa.k.a. 

D

デ
ィ
ー

yyP

プ
ラ
イ
ド

RID
E

さ
ん
の
推
薦
文
、「
神
を
求
め
る

心
の
叫
び
は
い
つ
し
か
韻ラ
イ
ム詩

に
な
っ
た
」。
作

家
で
あ
り
ラ
ッ
パ
ー
と
い
う
檀
さ
ん
な
ら
で
は

の
パ
ン
チ
ラ
イ
ン
で
す
。
そ
の
う
え
で
、
本
書

の
最
大
の
見
所
は
や
は
り
そ
の
内
容
に
あ
る
で

し
ょ
う
。
著
者
は
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
宗

教
史
を
背
景
に
、
黒
人
霊
歌
、
ブ
ル
ー
ス
、
そ

し
て
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
と
い
う
音
楽
の
系
譜
を
辿

り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
み
え
て
く
る
の
は
、
階
級

分
化
し
、
ア
ン
ダ
ー
ク
ラ
ス
の
若
者
た
ち
の
求

め
に
こ
た
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
会

の
姿
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
救
済
の
在

処
を
示
す
べ
く
登
場
し
た
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
の

霊ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

性
で
す
。
キ
リ
ス
ト
教
会
の
ひ
と
つ
の

限
界
を
、
あ
る
い
は
い
ま
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
と
い

う
表
現
に
賭
け
ら
れ
て
い
る
も
の
を
知
る
た
め

に
「
耳
ヲ
貸
ス
ベ
キ
」
こ
の
一
冊
。
ぜ
ひ
夏
休

み
の
お
供
に
ど
う
ぞ
！
（
堀
）

●
日
韓
政
府
間
の
関
係
が
こ
じ
れ
に
こ
じ
れ
、

心
を
痛
め
る
報
道
が
続
い
て
い
ま
す
。
日
本
政

府
の
貿
易
上
の
一
連
の
決
定
が
徴
用
工
訴
訟
問

題
へ
の
対
抗
措
置
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

問
題
の
根
源
は
依
然
と
し
て
歴
史
認
識
で
あ
り
、

戦
後
処
理
で
あ
り
、
戦
後
賠
償
で
す
。
賠
償
は

外
交
問
題
か
ら
法
的
な
技
術
問
題
ま
で
多
面
的

な
要
素
を
孕
ん
で
複
雑
で
す
が
、
そ
の
解
決
の

成
否
は
、
戦
時
下
の
犯
罪
性
の
大
小
だ
け
で
な

く
、
戦
後
の
当
事
国
の
罪
責
認
識
や
指
導
者
の

責
任
の
取
り
方
、
自
己
変
革
と
信
頼
関
係
構
築

へ
の
努
力
の
全
体
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ナ
チ
の
巨
大
な
犯
罪

を
背
負
っ
た
東
西
両
ド
イ
ツ
の
補
償
の
あ
り
方

も
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
日
本
の
韓
国
に

対
す
る
罪
責
認
識
や
信
頼
構
築
へ
の
努
力
は
ど

う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
問
題
の
解
決

は
、
日
本
の
植
民
地
統
治
と
戦
争
政
策
に
よ
っ

て
苦
難
を
負
っ
た
一
人
一
人
の
歴
史
に
目
を
と

め
、
そ
の
重
さ
を
受
け
と
め
る
こ
と
、
そ
し
て

個
人
請
求
権
を
認
め
て
誠
実
に
対
処
す
る
こ
と
、

そ
こ
に
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。（
小
林
）
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